
投資事業評価調書（新規）

部課室名
県土整備部土木局

地域道路室
記入責任者職氏名

（担当者氏名）

地域道路室長 中村 誠

(課長補佐兼県道係長 松田 智)
内線 4362 
（4376）

事 業 名 事 業 区 間 総事業費 5.0億円

事業種目 道路事業 道路改築事業
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事 業 目 的 事 業 内 容

・本路線は、地域の幹線道路であるとともに、朝来

市山東支所をはじめとする公共施設や医療施設へ

のアクセス機能を担うなど、生活道路としても重要

な役割を持つ道路である。

・しかしながら、山東町大月から喜多垣の間は、幅

員狭小で、見通しも悪く、車両のすれ違いが困難で

あるとともに、通学路でありながら歩道がなく、交

通安全上においても危険な状態にあった。

・このため、全長2,460mのバイパスを整備すること

とし、すでにⅠ期1,640mを完成させている。本事業

はⅠ期事業に引き続き残区間のバイパス工事を完

成させ、所期の目的を達成するものである。

道路改築事業L=820m(バイパス)

【構造規格】３種３級(平地部)

【計画幅員】W=6.0(10.0)ｍ(2車線＋片側歩道)

【現況幅員】W=4.5m

【計画交通量】1,100台/日(H42)

【現況交通量】1,410台/日(H17交通センサス)

【費用負担】県10/10（合併支援道路整備事業）

評価視点 評価結果の説明

(1)必要性

○安全・安心を確保

する道づくり

・事業地周辺の各集落から朝来市山東支所や朝来梁瀬医療センター（第2次救急

医療機関）へのアクセス向上を図る。

・歩道整備により自転車・歩行者、特に通学児童、生徒の安全性を確保する。

○くらしと交流を

支える道づくり

・旧山東町内から朝来市中心部(旧和田山町)に向かう幹線道路として、合併後

のまちづくりを支援する道路である。

・国道427号や山東ICから「よふど温泉」などへのアクセス道路であり、地域間

交流の拡大により地域の活性化を図る道路である。

(2)有効性・効率性

○有効性

・費用便益比：Ｂ／Ｃ＝1.1

・地区内の通過交通と生活車両を分離することで、走行時間短縮とともに安全

性と利便性が向上し有効性が高い。

○代替性 ・当該区間は、与布土小学校があり人家連坦区間であることから、経済的かつ

施工性に優位なバイパスルートを選定した。

○ 効率性

（事業執行環境）

・事業計画に対し、地元説明会を通じて地元合意を得ており、円滑な事業実施

に向けた地元の協力体制は整っている。

(3)環境適合性 ・現道からバイパスへの交通転換により、沿道騒音の低減など生活環境を改善

する。

・歩道には透水性舗装を施工する。

(4)優先性 ・当該事業区間の前後は既に完成しており、早期事業着手により、合併後の新

たなまちづくりを支援するとともに、地域交通の安全性・円滑性を確保する

必要がある。



■新規事業

○当初事業

一般県道 檜倉山東線 事業スケジュール

工 種 規 模

(事業費)
平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

測量試験
用地測量
詳細設計

用地・補償
A=15,000m2

N=1件

本 工 事
L=0.82km

橋梁1橋

○Ｂ／Ｃ根拠

便益(Ｂ)の項目

事

業
B(便益) 算出方法

①走行時間短縮便益

○目的地までにかかる時間

が短くなることによる便益

整備無しの走行時間費用－整備有りの走行時間費用

走行時間費用：Σ(交通量×走行時間)×時間価値原単位×365日

②走行経費減少便益

○交通の流れがスムーズに

なり燃費などが向上するこ

とによる便益

整備無しの走行経費－整備有りの走行経費

走行経費：Σ(交通量×距離)×走行経費原単位×365日

道

路

③交通事故減少便益

○交通事故が減少すること

による便益

整備無しの事故損失額－整備有りの事故損失額

事故損失額：Σ(交通量×距離×交差点以外の事故損失原単位

＋交通量×主要交差点数×交差点部事故損失原単位)

費用便益比(Ｂ／Ｃ)算出根拠

Ｂ(便益) Ｃ(費用)

総費用 事業費 維持管理費
事

業
事業名 便益額

(億円)
代表的な効果

(億円) (億円) (億円)

Ｂ

／

Ｃ

①走行時間

短縮便益
4.37
時間短縮：

1.4分

②走行経費

減少便益
0.62

③交通事故

減少便益
0.19

供用時ﾊﾞｲﾊﾟｽ

交通量

1,100台/日

道

路

道路改築事業

一般県道

檜倉山東線

計 5.18

4.77 4.27 0.50 1.1



朝来市役所

養父ＩC
(仮称)

和田山JCT・IC

山東IC

朝来梁瀬医療ｾﾝﾀｰ

梁瀬中学校

梁瀬小学校
朝来市役所山東支所

与布土小学校
与布土幼稚園

照福保育園県立但馬やまびこの郷

県立南但馬自然学校
よふど温泉

朝来和田山医療ｾﾝﾀｰ
県立和田山特別支援学校

（一）檜倉山東線 喜多垣工区(H21～H24)
L=820m W=6.0(10.0)m
全体 約５億円

1,410台/日

事業箇所

10,000

2,500
750

3,0003,000
750

標準断面図

至 朝来支所、生野支所

（一）檜倉山東線 朝来市山東町喜多垣～柊木

与布土ダム(事業中)

（平成19年度）

県立南但馬自然学校 54,928

施設名 年間利用者数（人）

よふど温泉 105,269



（一）与布土川

与布土小学校
与布土幼稚園

但馬やまびこの郷

与布土温泉 照福保育園

梁瀬中学校

梁瀬小学校
梁瀬病院

国道９号

国道４２７号

朝来市山東支所

（一）檜倉山東線

（一）溝黒竹田線

（一）檜倉山東線 ルート図

至 山東IC

至 和田山JCT・ＩＣ

至 京都府

至 朝来市和田山町竹田

至 丹波市
青垣町檜倉

（一）浅野山東線

至 養父市浅野

北近畿豊岡自動車道

大月工区 Ｌ＝620m柊木工区 Ｌ＝840m喜多垣工区 Ｌ＝820m

H14～19年度
H19年度供用開始

H21～H24年度

整備済
L=180m

H10～13年度
H14年度供用開始

H19完成

バイパス全体計画 L=2,460m



（一）檜倉山東線 人身・物損事故の発生状況(H15～H18 4ヶ年)

（一）檜倉山東線 喜多垣工区
全体計画 L=0 .82km

凡 例

檜倉山東線

計画ルート

人身事故箇所×

人身・物損事故件数（H15年～H18年)
（朝来警察署調べ)

・H15.1 ～ H15.12 人身１件 物損３件
・H16.1 ～ H16.12 人身０件 物損４件
・H17.1 ～ H17.12 人身０件 物損４件
・H18.1 ～ H18.12 人身１件 物損１件

物損事故箇所×

×

×
×

×

×

人
身
事
故
２
件

物
損
事
故
１
２
件

1件

1件

2件

2件

2件

×
2件

×
4件

W=5.0

至 朝来市山東町

写真撮影方向



（一）檜倉山東線 小・中学校の通学状況

与布土小学校
与布土幼稚園
照福保育園

県立和田山特別支援学校

（一）檜倉山東線 喜多垣工区
全体計画 L=0.82km

梁瀬中学校

通学児童人数 ４４人

与布土小学校区
(全児童数：56人)

W=4.5m

通学児童人数 １２人

檜倉山東線を利用して通学する生徒数：２９人
（全生徒数：１９４人）

W=4.5m

至 朝来市山東町

至 丹波市青垣町檜倉

与布土ダム(事業中)
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